“Summer Loving”を脱がせる

英国紳士の午後

　今、世間で話題になっていない”Summer Loving”。この小説を読んだ人達の感想は一貫して不評である。”キモい”、”中二病”、”オタク”。だがそれはこの小説の中に隠された本当の意味を理解していないからではないだろうか？今回、このレポートでは”Summer Loving”の本当の姿について考えていく。

1.～序章～について

　この話はチャイムの音から始まる。

キーンコーンカーンコーン

「ふぅ～、終わった～！帰ろうぜ達彦！」

チャイムが鳴ると同時に匠は帰ろうとした。

　まずこのチャイムの音に着目したい。一般にチャイムの音と言えば学校を想像してしまうかもしれない。確かに学校なのかもしれない、だがこの学校が一体何の学校なのかは全く書かれていない。つまり彼らが通っているらしい学校は、小学校なのか、はたまた専門学校なのか？全くわからないわけである。なのでこの部分を読んで安易に高校を想像してはいけない。では一体何の学校なのか？それはまた後の部分で説明していくとしよう。

いつもならそのまま達彦も「帰りにゲーセンでも寄ってこうぜ。」などと言うのだが、今日は勝手が違った。

「・・・・・・お前、それマジで言ってんの？！これから転校生が来るっていう一大ビッグイベントがあるっていうのにか？！」

達彦は匠の肩に手をかけ、回りを確認すると、「転校生ってどんな奴かな？」と転校生に興味を示していた。

それに対し、匠はウザそうに、「・・・・・・どんな奴でも別にいいよ・・・・・・。」と心底どうでもよさそうだった。

またこの部分では、「達彦は匠の肩に手をかけ、回りを確認すると、」という描写がある。だが考えてみて欲しい、転校生の話をするだけなのにわざわざ回りを確認する意味があるだろうか？つまり達彦はこの転校生の話を周りに聞かれてはいけない事情があったのだろうか？しかしその後に彼が言う言葉でこの予想は裏切られる。

「転校生ってどんな奴かな？」

この言葉で益々僕は周りを確認する意味がわからなくなってしまった。転校生の詳しい話をするのであれば、周りを確認する意味はまだわからなくもない。仕入れたばかりの情報を匠以外の友人には知られたくない、という気持ちがあったと考えられるからだ。ここの文章だけではまだ何ともいえないので次の文章に進む。

匠は達彦の謎の行動に対してこのような態度をとった。

それに対し、匠はウザそうに、「・・・・・・どんな奴でも別にいいよ・・・・・・。」と心底どうでもよさそうだった。

　これを読むだけで匠の性格がある程度読める。普通、転校生が来るということは達彦も言っているとおりビッグイベントである。何かしらの噂話を生徒達はしてしまうものだろう。しかし匠は”心底どうでもよさそうだった”という描写があるとおり、全く転校生に興味を示していない。こういうタイプはわりと珍しいのではないだろうか？つまり匠はかなり人間嫌い、もしくは人付き合いが悪い、ということが予想出来る。大方、親しい友人は達彦だけなのかもしれない。

「・・・・・・ったく、つれないぜ。俺がこうしてお前の興味を引こうとしてるのに・・・・・・(泣)。」

「どうせお前のことだ、転校生の情報なんて既に全部揃ってるんだろう？」

そう匠はツっこむと達彦は、所在なさげに、

「むっ、いやそうだが・・・・・・匠、お前は夢が無いな・・・・・・。いや、思い出の女の子を追い求めてるから、あると言えるのか？」

「ちっちがうっつーの！あの子はきっといるはずだから・・・・・・。」

そう匠が慌てると達彦はガンマの気配にいち早く気付き、「はいはい、ガンマが来っから戻るわ。自己紹介くらい聞いてやれよ？」と言って席へ戻った。

ここでも不思議なところがある。

「どうせお前のことだ、転校生の情報なんて既に全部揃ってるんだろう？」

と匠が言っている。僕はこの部分を読んで「まさか、そんなスパイみたいなやついないだろ・・・・常識的に考えて。」と思ったのだが、そのあとに達彦は

「むっ、いやそうだが・・・・・・匠、お前は夢が無いな・・・・・・。いや、思い出の女の子を追い求めてるから、あると言えるのか？」

と認めているのである。また先ほど匠が「どうせお前のことだ、・・・」と言っていることから、達彦が転校生の情報を収集するのが得意であることがわかる。最初はここで「達彦は何かしらの情報収集能力がある！」と考えられるのである。

またこの部分には非常に大切なことが書かれている。

　「思い出の女の子」

これは一体誰なのか？この”思い出”の描写については全く書かれていない。なのでこの女の子が一体どういう人物だったのかわからない。しかもこの後に匠は

「ちっちがうっつーの！あの子はきっといるはずだから・・・・・・。」

と言っている。「あの子はきっといるはずだから・・・・・・。」

いるはず？この言い方はいると思っているけど信憑性は薄い、といった感じを受ける。

もし引っ越したりして”思い出の女の子”と別れてしまったのならば、もっと別の表現が出来るだろう。しかし「きっといるはず」という表現からはそのような感じは受けない。匠自身、いるのかいないのかはっきりしない描写である。これについては二つの考えが浮かんだ。

①　匠のただの妄想の女の子だった。

②　”思い出の女の子”は幽霊だった。

このどちらもが考えうることだが、今手元にある”Summer Loving”では”思い出の女の子”についてはこの後、一回も触れることなく終了してしまう。そのため、彼女のことはこれ以上はわからない。いつか解明されることを期待したい。

ガンマこと岸間先生はHRを始めると、転校生に「入って来なさい。」と合図した。

単純に教師が転校生を紹介するために、教室に入るよう指示しているシーンである。

しかし思い出して欲しい、冒頭で匠が帰ろうとしていることから今は夕方のHRであることがわかる。そんなときになぜ、転校生をわざわざ紹介するのか？普通なら朝のHRに紹介しないだろうか？これからわかることは転校生が学校に長い時間遅刻してしまったということだ。また先ほど書いたとおり匠は最初帰ろうとしていた、なのにもかかわらずHRに出席している。このことからHRが出席自由、もしくは匠がHRをサボろうとしていたことがわかる。

次のシーンはこの”Summer Loving”のかなり重要な位置である。

心して読んでいただきたい。

そして、匠は入ってきた転校生達を見てあ然とした。

「真弓と美咲か！？」

その瞬間、

「えっ、たっくん！？」

「・・・・・・信じられない、たっくんだよね！？」と言い、二人は匠に抱きついてきた。

「たっくん～、会いたかったよ～！！」

「お久しぶりです、たっくん！！」

匠を今にも絞め殺さんとする勢いで抱きついている元気いっぱいなツインテールの子は美咲で、すぐに自分の行動に気付き、恥ずかしさを隠せなくても手を放さないストレートに髪を伸ばしている子は真弓である。

彼女達は双子でもある。また、真弓は姉であるからか、礼儀正しく、美咲は姉に対する信頼があるからか、活発である。

ちなみに匠とは10年程前までは幼馴染であり、両親の仕事の都合でこの川越市を離れ、10年ぶりに戻ってきたのだ。

さて、この双子が抱きついている状況は本来なら匠にとっておいしい状況なのだが・・・・・・

美咲が匠の首を絞めつけているが故に、匠はそれどころではなかったのだ。残念ながら・・・。

さらに、あまりの出来事にショックを受けたクラス中の奴ら(特に男子)が達彦を中心として、匠のいる状況を許さなかった。

「た～く～み～、てめぇ、ただで済むと思うなよ！ってゆうかさっさと離れやがれ、羨ましい奴め！」と本音を漏らしながら、匠にその怒りをぶつけた。

この後のいざこざはなかなか収まらなかったが、ガンマが「・・・・・・さっさと静かにしろよ！ったくいつまでもくっちゃべってばっかいるんじゃねぇよこのバカ！」と一喝し、騒ぎはおさまった。

まず最初の部分、

そして、匠は入ってきた転校生達を見てあ然とした。

「真弓と美咲か！？」

その瞬間、

「えっ、たっくん！？」

「・・・・・・信じられない、たっくんだよね！？」と言い、二人は匠に抱きついてきた。

とある、”転校生達を見てあ然とした”という部分と”その瞬間、「えっ、たっく・・・」”という部分からこの3人が知り合いであることが当然わかる。見てすぐわかるぐらいなのだからよく見知った顔なのだろう。だがもうしばらく読んでみると、この推測が間違いであることに気付く。

ちなみに匠とは10年程前までは幼馴染であり、両親の仕事の都合でこの川越市を離れ、10年ぶりに戻ってきたのだ。

つまり彼ら3人は10年ぶりに会ったわけなので、見た瞬間に誰かわかる、という可能性は彼らが高校生と仮定すれば考えにくいのではないだろうか。10年と言えば、幼稚園が中学生か高校生になってしまうぐらいの時間である。だがそれはもちろん高校生だと思って我々が読んでいるからに過ぎない。10年経過しても顔がほとんど変わらない、ということはこの3人は一般の高校生の年ではない。おそらく30～50歳ぐらいの年齢なのではないだろうか。そう考えれば10年経っても顔がすぐにわかることも理解出来る。もしくは10年ぶりに会ったのではないのかもしれない、この序章の前に隠されたエピソードがあり、そこで彼らは出会っているという可能性も出てくる。

二人は匠に抱きついてきた。

とあることから、わりとこの二人が性に関してオープンであることが予想出切る。普通の女性、ならびに男性は、相当親しい間柄で無い限り、久々に会ったからといって抱きついてくるなどということは有り得ないからだ。

「たっくん～、会いたかったよ～！！」

「お久しぶりです、たっくん！！」

匠を今にも絞め殺さんとする勢いで抱きついている元気いっぱいなツインテールの子は美咲で、すぐに自分の行動に気付き、恥ずかしさを隠せなくても手を放さないストレートに髪を伸ばしている子は真弓である。

彼女達は双子でもある。また、真弓は姉であるからか、礼儀正しく、美咲は姉に対する信頼があるからか、活発である。

この部分からは真弓、美咲の衝撃的な事実が明らかになる。”ツインテールの子は美咲”とあるとおり美咲はおそらく右側頭部、左側頭部に髪を纏めている人なのだろう、と最初は思った。しかしその後の”ストレートに髪を伸ばしている子は真弓”という部分によって美咲がツインテールの髪型であるは完璧に否定されてしまったのだ。なぜなら美咲は”ツインテールの子”と表現しているのに対して、真弓は”ストレートに髪を伸ばしている”とあるからだ。本来なら”ツインテールに髪を纏めている”等と書くべきところをわざわざ”ツインテールの子”と表現している。この意味は何だろう、と僕は考えた。そこで一つの恐ろしい考えが浮かんでしまったのだ。読者は「ウルトラマン」という作品をご存知だろうか？今から30年近くも前に流行っていた特撮TV番組である。小さい頃にビデオで見た、という方もいるかもしれない。その「ウルトラマン」に「ツインテール」という怪獣が出てくることを思い出したのだ。とりあえずこの怪獣の写真を見ていただこう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　ツインテール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

このツインテールについて少々調べてみるとこのように書かれていた。

身長：45メートル 

体重：1万5,000トン 

古代に生息していた怪獣。同時代に棲息していたグドンが天敵である。新宿の地下工事現場から出土した中生代・ジュラ紀の卵から復活した。武器は歯に仕込まれた麻酔液と、名前の所以でもある上部についた2本の尻尾。

恐ろしい生き物である。身長が45メートルもあり、かつ1万5000tもの重さ。こんな恐ろしい怪物がいたら、もし僕ならオス・メス関係なく逃亡してしまうであろう。つまり美咲は上に示したような怪獣であるのだ。

恥ずかしさを隠せなくても手を放さないストレートに髪を伸ばしている子は真弓

この部分も非常に深い事実が隠されていることがわかる。”恥ずかしさを隠せなくても手を放さない”というのはどういうことであろうか？恥ずかしさを隠せない、つまり恥かしがっているのだろう。”しかし手を放さない”、ということは皆に注目を浴びているにも関わらず手を放さないわけだ。これは手を放さないのではなく何か手を放せない事情があったと考えるのが打倒だろう。おそらくだが、真弓は何かの病気にかかっていて、その影響で手になんらかの発作が出てしまったのではないだろうか。そのため真弓は手を放せなかったのである、と僕は考えたのだがこの後の部分で僕の今までの予想は全て覆されてしまった！

彼女達は双子でもある。また、真弓は姉であるからか、礼儀正しく、美咲は姉に対する信頼があるからか、活発である。

双子である！？そう、双子なのである！つまり先ほど説明した怪物が2匹も転校してきて、しかも主人公の匠に抱きついてきたのだ。だが、ちょっと待って欲しい、こんな怪物に抱きつかれたら即死である、そもそもあんなブーツみたいな怪物がどのようにして抱きつくと言うのか？これから考えられることは、匠がそもそも人間ではないということだ。だが、ここまで来るともうこの後の話の意味もしっちゃかめっちゃかになってしまうので、やはりツインテールというのは髪型のことなのかもしれない。どちらにしろツインテールを怪獣と考えてしまうとこの後の話が理解出来ないものになってしまうので、今回はツインテールを髪型と考えて読み進めていくことにする。

美咲が匠の首を絞めつけているが故に、匠はそれどころではなかったのだ。残念ながら・・・。

“匠の首を締めつけているが故に・・・”とある。単純に考えると抱きつく力が強くて首を絞め付ける状況になっている、と考えられる。だがこれは単純故に恐ろしい事実を浮き彫りにしている。例えば前から抱きついていると考えてみよう、その状態で首を絞めるところを想像して欲しい。不可能ではないだろうか？可能だとしてもおそらくあまり力を加えることは出来ない。前から抱きついた場合には、首を絞めつける程の力は加えられないのだ。つまり美咲は前から抱きついたのではない、ということになる。では後ろから抱きついていたのだろうか、そうすればチョークをかけるかのごとく抱きつくことが出来る。だがいくらなんでも”締めつけている”という表現をする程の強い力を加える必要はないのではないだろうか？なぜ、”締めつけている”程の力を彼女は匠に加えたのだろうか。考えられる理由は二つある。

①匠を殺そうとした。

②腕に発作が起きてしまい、自分の腕を制御出来なかった。

このどちらかと考えられるが、おそらく答えは②だろう。ツインテールの話になる前に、姉の病気の話について書いた。この症状はその事例と全く同じ症状である。おそらく双子のどちらもが何かの病に侵されているのではないだろうか。

さらに、あまりの出来事にショックを受けたクラス中の奴ら(特に男子)が達彦を中心として、匠のいる状況を許さなかった。

「た～く～み～、てめぇ、ただで済むと思うなよ！ってゆうかさっさと離れやがれ、羨ましい奴め！」と本音を漏らしながら、匠にその怒りをぶつけた。

この文からわかることはほとんどない、強いて言うならば

あまりの出来事にショックを受けたクラス中の奴ら(特に男子)

という描写から、このクラスの人間の性癖がある程度予想できることぐらいだ。

まず”(特に男子)”とあるのは、入ってきたばかりの転校生がいきなりクラスメートに抱きついていった（殺そうとした？)のに生徒達が嫉妬しているということだろう。もしくは一部ホモの生徒がいて”ボクの匠君を！”等と思っていたのかもしれない。また”(特に男子)”ということは女子も少なからずいたことになる。匠は女子にもそこそこ人気があるのだろうか、それか先程の二番煎じになるがレズの女生徒がいた、とも考えられる。何にしろ変なクラスメートである。

　序章に隠された真実はこれぐらいだろう。今わかっていることを纏めてみると

匠：30~40のおっさん？

達彦：年齢不明。情報収集能力に長けている。超能力者？

真弓：30~40のおばさん？ストレートに髪を伸ばしている。腕が病気に侵されている。

美咲：真弓とほとんど同じ、髪型がツインテールなところだけ違う。

　　　　怪獣なのかもしれない。

序章だけでも意味が全く理解出来ない奇怪な話である。”Summer Loving”という題名から恋愛小説を想像して読み始めたのだが、これは一体何なのであろうか？真実が次の”～第1章～DOKI×2な勉強会”において明かされることを期待したい。

2007年5月24日　英国紳士の午後

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

